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いにしえに学び、今に活かす

決 算 認 定決 算 認 定

議会のことをわかりやすくお伝えします

　　陳情・組合議会

　　一 般 質 問
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…………………11Ｐ

…………12Ｐ～13Ｐ

佐川移住促進住宅等整備状況

せせらぎ公園内ビオトープ再生作業状況
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歳　入
地方交付税

17億7,446万
36.7％

国県支出金
7億8,284万

16.2％

町税
7億1,009万

14.6％

町債
2億8,135万

5.8％

繰越金

4億4,254万

9.1％その他

1億1,585万

2.4％

歳　出
補助費

6億4,095万
14.1％

公債費
4億1,207万

9.1％

物件費
12億2,662万

27.2％

繰出金
3億2,992万

7.3％

普通建設事業費
  2億5,592万

    5.6％

その他
5,793万
1.3％

歳入歳出決算を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和５年度９月定例会は12日招集され、会期を27日までの16日間として開かれまし

た。今回の定例会は令和４年度一般会計と11件の特別会計、２件の公営企業会計の決

算および令和５年度補正予算等提出議案33件を審議し、すべて原案通り可決しました。

なお、本会議初日に令和４年度決算に係る財政の健全化判断比率及び、公営企業会計

の資金不足比率について各項目とも基準値を下回っているとの報告がなされました。

令和４年度 

45億3,249万円 48億5,037万円

令和４年度財政の健全化判断比率

令和４年度公営企業会計資金不足比率

令和４年度（％）

―

―

１３.９

８１.１

早期健全化基準（％）

１５.０ 　　

２０.０ 　　

２５.０ 　　

３５０.０ 　　比率名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

経営健全化基準（％）

２０.０ 　　

２０.０ 　　

２０.０ 　　令和４年度（％）

―

―

―

会計名

簡易水道事業

下水道等事業

索道事業

人件費
7億463万

15.5％

補
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寄付金

6億251万

12.4％

諸収入

6,276万

1.3％

積立金
3億1,034万

6.8％
維持補修費

3億4,552万

7.6％

扶助費
２億4,859万

5.5％
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昨年度の主な事業
決
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ふるさと納税推進事業
令和４年度実績は

寄付総額 ５億８,６９４万円 で

その寄付を集める為の経費として支出

しました。

地方創生推進交付金事業
3か年の交付金事業の3年目。都市圏の人口

集中一極化を是正し、地方への新たな人流の

創出、地域活性化につながる事業を推進しま

した。

燃料価格高騰対策支援事業
新型コロナウイルス感染症等の影響による燃

料価格高騰に対する生活支援として各世帯に

給油等助成金（２万円）を配布しました。

移住促進住宅等整備事業
佐川地区の測量設計・旧パチンコ店舗等解体

造成工事・用地取得を実施しました。

消防施設等整備事業
江府消防署移転に係る用地取得・旧縫製工場

建物解体工事を実施しました。

マイナンバー普及促進事業
マイナンバーカードを期限内に申請した方を

対象に商品券（１万円）を交付しました。

１億２,４２６万円２億８,９７６万円

２,８７８万円５,２６９万円

２,０３６万円 １,８８５万円



（4）令和５年11月15日発行

特別会計・公営企業会計の状況

歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

0

3億4,256万円

2億3,272万円

5億6,458万円

281万円

1億0,265万円

5,464万円

3,095万円

6万円

34万円

805万円

13億3,936万円

648万円

3億5,671万円

2億8,445万円

6億6,266万円

299万円

1億0,265万円

5,565万円

3,095万円

215万円

86万円

855万円

15億1,410万円

648万円

1,415万円

5,173万円

9,808万円

18万円

0

101万円

0

209万円

52万円

50万円

1億7,474万円

０

3,038万円

3,379万円

1億0,432万円

6,155万円

0

1,737万円

2,231万円

0

0

0

2億6,972万円

支　出収　入 差引額公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

6,841万円

1億4,887万円

1億7,130万円

1億2,434万円

1億0,444万円

1億6,630万円

1億8,070万円

1億6,316万円

△3,603万円

△1,743万円

△940万円

△3,882万円

８月臨時会　審査結果８月臨時会　審査結果
臨時議会が招集され、提案された議案について、いずれも原案通り可決されました。

８月７日　第５回臨時会

〇令和５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ３,６８０万円を追加し、歳入歳出の総額を５１億３,８０４万円としました。

主な内容　　財産取得（土地･建物）事業　　　　 ６５０万円

　　　　　　光ファイバーケーブル増設事業　　　４７８万円

　　　　　　町制70周年記念事業　　　　　　  １８０万円

　　　　　　移住促進住宅等整備事業　　　　２，２６５万円

８月１１日　第６回臨時会

〇令和５年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出それぞれ３,５００万円を追加し、歳入歳出の総額を５１億７,３０４万円としました。

主な内容　　江尾地区火災被災住宅支援補助金　　　　　３，０００万円

　　　　　　江尾地区火災被害支援金　　　　　　　　　　   ５００万円

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告
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留意事項

総　括

審査の対象及び期間

　令和４年度におけるすべての会計について、令和５年７月25日から令和５年８

月17日までの間、２名の監査委員により決算書、主要施策の成果と事業実績、財

産に関する調書等について予算の執行状況、事業の内容と適合性、財務の健全

性、資産の管理状況等について関係帳簿、証拠書類を検証して監査を実施しましたので、審査の総括

と留意事項を要約してお知らせします。

(1)令和４年度一般会計の決算状況を見ると、歳入総額は4,850,367千円。歳出総額は4,532,485千円

で、差し引き額は317,882千円です。歳出では、建設事業費、扶助費、補助費等が減少しました

が、物件費、維持補修費、投資・出資、貸付金が75,820千円、率にすると1.7%増加しています。こ

れに対し歳入は、繰越金、寄付金、繰入金が増加しましたが、国庫支出金、町債、諸収入が、

48,837千円の減となり率にすると1.0%減少となっています。その内、地方交付税は、1,774,462千

円で前年対比では56千円少なくなっています。基準財政収入額の算定基礎であります町税は23,568

千円減の710,087千円でした。固定資産税の今後の見込みについては、令和９年度において４年度

より31,286千円減の547,593千円とみています。

(2)財政指標状況について見ると、経常収支比率にあっては、15.0ポイント増の95.9%です。実質公債

費比率（３ヶ年平均）は、０.4%の増で、13.９%（早期健全化基準：25%以下）となっています。

また将来の財政を圧迫する可能性の度合いを示す令和４年度将来負担比率は前年と同じく81.1%

（早期健全化基準：350%）でした。

　このように、財政状況指標的には、早期健全化基準以下でありますが、経常収支比率だけが異常

に高いので今後の経過に注意すべきです。

(3)令和５年７月末町人口は999世帯2,564人で、依然減少傾向は進行しています。

そのような中、令和３年度に策定した、「江府町移住定住促進住宅等整備構想に」に基づき官民連

携して、佐川地区の拠点施設整備を進めようとしています。「マイホームタウン笑顔生まれる佐川

の暮らし」の方針で、パチンコ店跡地購入や建物解体・造成工事等で124,260千円の決算でした。

(4)ふるさと納税は、前年対比122%で、寄付額は586,941千円でした。このうち289,763千円が経費と

なり残りの297,178千円が町の基金（自主財源）となっています。

(5)サイクルツーリズム推進を図るため、電動アシスト付き自転車を５台整備しました。江府町商工会

へ無償貸出とし、レンタルサイクル事業を実施していただくものです。2,190千円の支出となって

います。

(1)佐川地区の拠点施設整備は、町の人口減少に対して命運をかけた事業です。着々と姿を現してきて

おり、江府町の新しい未来に期待すると共に成功を祈念するものです。

(2)ふるさと納税は過去最高を更新している。29,108件で、交流人口増にも貢献している。寄付者の気

持ちをくみ取り町のために活用していただきたい。

(3)本年８月８日に発生した大規模火災に対して、焼損建物の解体撤去費や見舞金35,000千円を電光石

火のごとく対応し住民も力強く感じたが、引き続き生活の安全・安心の確保を目指して努力された

い。

岡田雄成代表監査委員

江府町歳入歳出決算審査意見書令和４年度 決

　算

補
正
予
算
他
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般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告
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決
算
の

審
査

教
育
課

総
務
課

一
般
会
計

Q

公
用
車
や
消
防
車
そ
れ

ぞ
れ
の
車
両
管
理
に
つ

い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

公
用
車
に
つ
い
て
、
車
両

管
理
員
１
名
を
配
置
し
、

維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
消
防
車
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
へ
向
け
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
つ
い
て
﹁
物
﹂
に

加
え
て
、
新
た
に
﹁
事
﹂
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
課

QQ A

保
育
園
新
園
舎
建
設
の
た

め
に
用
地
購
入
や
外
部
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
も

得
て
、
﹁
保
育
園
ら
し
く
な
い

保
育
園
﹂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

Q

毎
月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

当
初
﹁
保
育
園
ら
し
く
な
い
保

育
園
﹂
に
対
す
る
理
解
、
描
く

形
が
見
え
ず
意
見
が
拡
散
し
、

時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
先
進

地
視
察
も
し
、
情
報
収
集
を
し

て
い
る
状
況
で
現
在
５
合
目
く

ら
い
で
す
。
こ
れ
ら
を
積
み
上

げ
て
い
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
も

納
得
で
き
る
計
画
を
、
令
和
５

年
度
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
園
開
園
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

令
和
５
年
度
内
に
計
画

を
形
に
し
、
令
和
６
年

度
設
計
・
用
地
造
成
、
令
和
７

年
度
建
設
、
令
和
８
年
度
の
内

に
運
営
を
目
指
す
こ
と
を
前
提

Q

奥大山江府学園吹奏楽部　日輪祭にて

補
正
予
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般
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サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
、

奥
大
山
自
然
塾
等
、
魅
力
あ
る

﹁
事
﹂
の
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
か
ら
変
わ
っ
た
防

災
行
政
無
線
の
楽
曲
演

奏
の
音
が
不
明
瞭
で
聞
き
取
り

に
く
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

建
設
的
な
ご
意
見
を
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Q AA

A

と
し
て
お
り
ま
す
。

江
府
学
園
の
和
式
ト
イ
レ

を
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
は
。

町
長
へ
も
要
望
が
あ
り
、

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
異
臭

の
対
策
も
含
め
ま
し
て
、
予
算

化
へ
む
け
て
い
き
ま
す
。

江
府
学
園
校
舎
等
L
E
D

照
明
器
具
更
新
工
事
の
器

具
選
定
に
お
い
て
﹁
器
具
と
ラ

ン
プ
が
分
か
れ
た
タ
イ
プ
﹂
の

方
が
維
持
管
理
費
が
安
価
と
思

わ
れ
る
が
。

費
用
面
の
事
も
あ
り
ま
す

が
、
経
済
産
業
省
は
重
大

事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
、
照
明

器
具
に
つ
い
て
は
器
具
と
ラ
ン

プ
の
一
体
型
の
L
E
D
に
交
換

す
る
方
法
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

も
の

こ
と

A

江
府
学
園
の
楽
器
購
入
に

つ
い
て
充
足
し
た
か
、
足

り
な
い
も
の
が
あ
る
か
。

江
府
学
園
吹
奏
楽
は
、
少

な
い
人
数
編
成
で
も
中
国

大
会
で
金
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
借

り
て
い
ま
し
た
チ
ャ
イ
ム
を
購

入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
楽
器
購
入
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
と
本
当
に
必
要
な

物
か
ど
う
か
、
吟
味
し
て
い
き

ま
す
。

QQ AA

QA

こ
と
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住
民
生
活
課

産
業
建
設
課

Q

町
特
産
品
の
梨
︵
新
甘

泉
︶
の
今
年
の
収
量
は
。

梨
の
収
量
に
つ
い
て
は
、

今
年
は
お
お
む
ね
当
初
計

画
の
予
定
通
り
で
す
。
摘
果
や

収
穫
後
の
枝
の
剪
定
も
し
っ
か

り
出
来
て
い
ま
す
。

　
単
価
に
つ
い
て
も
予
定
通
り

の
い
い
数
字
が
出
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q

新
規
の
計
画
状
況
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
宮
市

地
区
に
約
50

ア
ー
ル
の
農

地
を
お
借
り
し
、
５
品
種
の
梨

栽
培
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
造

成
、
棚
作
り
、
定
植
、
最
終
的

に
網
掛
け
。
一
番
早
く
は
、
令

和
９
年
に
収
穫
の
予
定
で
す
。

肥
料
価
格
高
騰
助
成
金
の

申
請
数
は
。

申
請
が
想
定
の
件
数
よ
り
、

少
な
く
、
14

戸
で
す
。

申
請
数
が
少
な
い
が
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に

制
度
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
の

か
。

県
に
話
し
を
あ
げ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。

Q

過
疎
バ
ス
対
策
の
日
ノ
丸

バ
ス
の
日
野
路
線
利
用
者

数
は
。

Q

佐
川
か
ら
日
野
病
院
ま
で

の
実
績
は
不
明
で
す
が
、

米
子
か
ら
日
野
病
院
ま
で
の
区

間
全
体
で
は
、
令
和
４
年
度
で
、

１
８
，

９
１
６
人
で
す
。
前
年

度
と
比
較
し
て
、
２
，

０
０
０

人
近
く
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
移
住
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
委
託
業

務
で
、
集
落
へ
の
周
知
徹
底
や

段
取
り
等
の
連
携
は
と
れ
て
い

る
か
。委

託
を
し
て
任
せ
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に

支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の

方
と
の
連
携
や
、
N
P
O
法
人

鳥
獣
対
策
の
侵
入
防
止

柵
に
つ
い
て
、
各
集
落

で
更
新
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
。

下
安
井
集
落
で
の
侵
入
防

止
柵
の
耐
用
年
数
は
、
12

年
。
当
時
は
メ
ッ
キ
も
塗
装
も

な
い
も
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
年
数
が
経
過
し
た
後
に

は
、
再
度
、
補
助
事
業
で
の
設

置
が
可
能
で
す
が
、
近
年
は
シ

カ
の
対
策
も
あ
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
形
で
囲
う
の
が
い
い
の

か
、
検
討
も
必
要
で
す
。

　
毎
月
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
相

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

A

AA

A決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

Q QA

Q

梨の受粉作業

﹁
こ
う
ふ
の
た
よ
り
﹂
と
も
毎

月
１
回
、
合
同
会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
に
つ
い
て
、
１
回

か
ら
５
回
の
接
種
者
は
何
パ
ー

セ
ン
ト
か
。

　
世
の
中
の
流
れ
も
あ
り
、
接

種
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
は
。

Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

75

・
４
７
パ
ー
セ
ン
ト
の

接
種
率
で
す
。

　
今
年
も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
、
防
災
無
線
で
も
周
知
を

し
て
い
き
ま
す
。

AA Q

A Q

コロナワクチン接種状況
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国
民
健
康
保
険
︵
事
業
勘
定
︶

国
民
健
康
保
険
の
保
険

料
は
今
後
も
上
が
る
の

か
？

保
険
料
は
県
で
一
つ
と

な
り
今
後
、
10

年
掛
け

て
統
一
の
方
向
に
な
る
が
、

江
府
町
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　︵
施
設
勘
定
︶

歯
科
に
お
い
て
一
日
当

た
り
に
診
療
件
数
が
５

件
減
少
し
て
い
る
要
因
は
何

か
？

町
営
バ
ス
の
運
行
時
間

と
の
兼
ね
合
い
で
診
療

数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ

る
。
今
後
、
歯
科
検
診
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　
　
　︵
保
険
事
業
勘
定
︶

訪
問
調
査
員
が
調
査
す

る
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

診

療

所

の

医

師

や

、

﹁
え
ん
ち
ゃ
ん
﹂
な
ど

の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
ま
た
、

地
域
の
方
か
ら
も
江
府
町
総

合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
報

告
・
連
絡
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。

旧
俣
野
小
学
校
を
利
用

し

て

、

地

区

医

療

を

行
っ
て
い
る
が
ト
イ
レ
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
医
師

や
住
民
が
使
う
も
の
で
あ
り

改
修
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
？

多
目
的
ト
イ
レ
は
改
修

し
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
ト
イ
レ
は
改
修
が
必
要
で

す
。
今
後
、
予
算
化
に
努
力

し
ま
す
。

QA

A Q

介
護
老
人
保
健
施
設
あ

や
め
に
於
い
て
温
水
器

を
更
新
し
て
い
る
が
、
使
用

目
的
は
何
か
？

各
部
屋
に
設
置
し
て
あ

り
、
手
洗
い
な
ど
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
40

室
全
て

更
新
し
ま
し
た
。

索
道
事
業

奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
休

止
中
だ
が
、
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
？

環
境
省
か
ら
の
猶
予
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

廃
止
を
す
れ
ば
、
山
に
戻
さ

な
く
て
は
な
ら
ず
、
多
額
な

お
金
が
掛
か
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
現
状
の
ま
ま
で
、

新
し
い
事
業
を
始
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

奥
大
山
自
然
塾
を
開
校

し
て
お
り
、
地
球
誕
生

か
ら
46

億
年
の
学
習
に
多
く

の
人
が
来
校
し
て
い
ま
す
。

Q

QQ AA

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

し
か
し
な
が
ら
内
容
が
貧
弱

な
感
じ
が
す
る
が
？

確
か
に
貧
弱
な
感
は
あ

り
ま
す
が
、
現
在
、
表

示
看
板
設
置
中
で
あ
り
、
今

後
、
歩
く
距
離
や
傾
斜
等
の

変
更
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

下
水
道
等
事
業

令
和
４
年
度
に
、
合
併

浄
化
槽
を
設
置
し
た
集

落
は
ど
こ
か
？

大

河

原

、

美

女

石

で

す
。
令
和
５
年
度
現
在

で
は
町
と
し
て
の
下
水
道
事

業
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　事
業
区
域
外
で
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
た
場
合
は
、
補
助

金
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

A AQ

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告

QA QA

いまだに改修されない俣野診療所トイレ

令和５年11月15日発行（９）

総
務
課

住
民
生
活
課

産
業
建
設
課

農
業
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　一
般
会
計

参
考
意
見

　一
般
会
計

①
福
利
厚
生
に
お
い
て
、
全
職

員
を
対
象
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
て
い
る
が
、
回
答

率
は
75

％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
、
全
職
員
が
回

答
す
る
よ
う
に
、
継
続
し
て
回

収
方
法
な
ど
考
慮
さ
れ
た
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
新
規
の
返
礼
品
で

﹁
物
﹂
に
加
え
、
﹁
事
﹂
も
取

り
入
れ
、
寄
付
者
の
選
択
肢
を

広
げ
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
町
消
防
団
に
つ
い
て
団
員
報

酬
を
増
額
な
ど
し
て
、
待
遇
改

善
を
図
っ
て
い
る
が
、
引
き
続

き
待
遇
を
含
め
た
環
境
改
善
を

さ
ら
に
進
め
、
町
民
の
災
害
に

対
す
る
自
衛
の
意
識
の
更
な
る

向
上
と
啓
蒙
を
図
り
、
団
の
定

員
数
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
優
良
農
地
を
守
り
、
荒
廃
農

地
を
出
さ
な
い
た
め
、
担
い
手

や
新
規
参
入
者
育
成
な
ど
の
促

進
が
急
務
で
あ
る
。
今
後
、
各

集
落
や
地
域
を
単
位
と
し
て
、

近
未
来
へ
の
産
業
戦
略
と
地
域

計
画
の
策
定
に
努
力
さ
れ
た

い
。

②
農
地
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
農
地
に
関
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
今

後
に
お
い
て
、
各
シ
ス
テ
ム
の

突
き
合
せ
修
正
を
行
い
住
民
に

対
し
、
よ
り
的
確
な
情
報
提
供

を
実
現
さ
れ
た
い
。

①
令
和
４
年
度
の
梨
︵
新
甘

泉
︶
の
栽
培
は
、
前
年
度
に
つ

づ
い
て
収
穫
量
は
安
定
し
て
い

る
。
安
定
し
た
収
量
確
保
に

は
、
摘
果
や
枝
の
剪
定
も
重
要

で
あ
り
、
技
術
の
習
熟
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和

９
年
度
を
目
途
に
、
新
た
に
５

品
種
の
梨
栽
培
を
開
始
す
る

が
、
今
後
も
着
実
な
生
育
と
収

量
増
を
実
現
し
、
町
特
産
品
の

ひ
と
つ
と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

②
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
に
お
い

て
、
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
実

施
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
面
積
や
捕
獲
数
は
い
ず
れ
も

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
シ
カ
の

捕
獲
数
は
増
加
し
て
い
る
。
引

き
続
き
有
害
鳥
獣
対
策
を
、
確

実
に
推
進
さ
れ
た
い
。

③
地
籍
調
査
を
開
始
し
て
約
20

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
成
果
は
令
和
４
年
度

ま
で
で
、
16

・
９
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て

は
、
組
織
体
制
を
強
化
し
完
成

を
急
が
れ
た
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
に
お
い
て
、
普
及
率
向

上
に
向
け
様
々
な
ア
イ
デ
ア
と

共
に
実
施
し
て
い
る
。
令
和
４

年
度
の
普
及
率
は
78

％
。
取
得

者
は
令
和
３
年
度
が
２
４
２

名
、
令
和
４
年
度
が
９
８
４
名

と
飛
躍
的
に
普
及
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
、
普
及
率
の
低
い

若
年
層
に
対
し
て
は
特
に
普
及

啓
発
を
強
化
し
、
100

％
取
得
を

目
指
し
、
普
及
促
進
に
努
力
さ

れ
た
い
。

②
町
営
交
通
対
策
と
し
て
、
町

営
バ
ス
６
路
線
及
び
タ
ク
シ
ー

車
両
４
台
を
運
行
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
少
な
い

一
方
で
、
路
線
に
よ
っ
て
は
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
共
に
利
用
者

は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要

因
を
探
求
し
、
今
後
、
子
ど
も

た
ち
も
含
め
、
町
民
が
も
っ
と

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
、
公

共
交
通
環
境
に
向
け
、
そ
の
構

築
と
改
善
に
努
力
さ
れ
た
い
。

①
現
在
の
子
供
の
国
保
育
園
の

立
地
環
境
や
老
朽
化
に
伴
い
、

新
築
移
転
し
、
良
好
な
保
育
環

境
を
確
保
す
る
た
め
の
用
地
購

入
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
な
調

査
と
計
画
で
、
江
府
町
な
ら
で

は
の
理
念
と
と
も
に
、
す
み
や

か
に
新
園
舎
建
設
事
業
を
進
め

ら
れ
た
い
。

②
奥
大
山
江
府
学
園
︵
ブ
ナ
の

森
・
日
野
川
校
舎
︶
の
ト
イ
レ

を
は
じ
め
と
す
る
衛
生
環
境
改

善
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
会
か

ら
の
要
望
も
あ
る
。
近
年
の
、

児
童
生
徒
の
生
活
ス
タ
イ
ル
等

を
充
分
に
考
慮
し
、
早
急
に
改

修
と
改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

教
育
委
員
会

　令和４年度一般会計決算は、歳出が 45 億 3,248 万円であり、前年比で 1.7％増加している。歳入は 48 億

5,036 万円で、1.0％の減少となっている。

　令和４年度決算における実質公債費比率は 13.9％となり、令和３年度より 0.4％増加しているが、早期健

全化基準とされる 25.0％は下回っている。

　人口減少時代における安心・安全の町づくりに向け、福祉や防災対策における投資は十分可能である。し

かしながら経常収支比率は 95.9％で、前年より 15.0％増加しており、引き続き財政の硬直化を示している｡

　新庁舎につづき、佐川移住促進住宅整備事業があり、今後は、保育園新園舎建設事業が控えている。将来の

大型事業を見据え、財政の健全な運営に努力されたい。

　ふるさと納税が継続的に伸長しており、令和４年度の寄付額は約 5億 8,600 万円で、伸び率は前年度比約

1.22 倍であり、必要経費を差し引いた約３億円が町の基金となっている。このことは、担当課をはじめ全職

員、全町民と多くの江府町ファンの熱意の賜物である。今後においても従前にも増して、一層真摯に本事業

に取り組まれたい。

決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

急傾斜地に隣接する子供の国保育園

も
の

こ
と



・
奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
現
状
の

ま
ま
で
は
、
環
境
省
か
ら
指
摘

が
あ
る
可
能
性
も
予
想
さ
れ

る
。
今
後
、
新
し
い
事
業
等
考

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
町
と
し
て
の
方
針
を
検

討
さ
れ
た
い
。

・
現
在
漏
水
等
の
た
め
有
収
水

率
が
68

・
１
％
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
は
65

％
で
あ
り
、

３
・
１
％
向
上
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
今

後
、
漏
水
箇
所
修
繕
等
を
実
施

し
、
有
収
水
率
80

％
を
目
指
す

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　令
和
５
年
３
月
末
現
在
、
接

続
率
は
92

・
26

％
で
あ
り
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
集
落
も

あ
る
。
合
併
浄
化
槽
の
設
置
も

含
め
接
続
率
を
上
げ
る
た
め
一

層
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

・
介
護
認
定
を
受
け
る
ま
で

に
、
訪
問
調
査
員
に
よ
る
介
護

認
定
調
査
を
行
い
、
介
護
認
定

審
査
会
に
認
定
情
報
を
送
っ
て

い
る
が
、
訪
問
調
査
員
が
調
査

す
る
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
が
解
り

に
く
い
、
住
民
等
か
ら
の
情
報

が
訪
問
調
査
員
に
届
く
よ
う

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（10）令和５年11月15日発行

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

介
護
保
険
事
業

︵
保
険
事
業
勘
定
︶

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業

索
道
事
業
会
計

下
水
道
等
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

・
滞
納
者
は
４
名
で
あ
り
、
昨

年
度
の
滞
納
金
３
７
０
万
円
に

対
し
て
３
６
５
万
円
と
わ
ず
か

な
が
ら
減
少
し
た
。
引
続
き
徴

収
事
務
に
務
め
ら
れ
た
い
。

・
国
民
健
康
保
険
料
が
今
後
統

一
の
方
向
に
な
る
よ
う
だ
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る

の
か
判
明
し
た
時
点
で
、
町
民

に
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

・
健
康
診
断
の
充
実
等
に
よ
り

医
療
費
抑
制
対
策
を
さ
ら
に
進

め
ら
れ
た
い
。

・
旧
俣
野
小
学
校
を
利
用
し
た

診
療
所
の
多
目
的
ト
イ
レ
に
一

部
改
修
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
ト
イ
レ
は
使
用
禁
止
等
、
不

備
な
状
態
の
ま
ま
で
あ
る
。
改

修
を
進
め
る
よ
う
重
ね
て
努
力

さ
れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

新事業が求められる、奥大山スキー場

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告

９月定例会　補正予算９月定例会　補正予算
○一般会計補正予算（第７号）補正総額　　２億２,０３６万円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　５５億0,８８９万円

○一般会計補正予算（第8号）補正総額　予算の範囲内で組み替え

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　５５億0,８８９万円

普通地方交付税

財政調整基金繰入金

前年度繰越金

町債

公有財産購入費

交流施設管理費

地方創生推進交付金事業費

商工振興費

道路維持費

ふるさと応援基金費

財産管理費

予備費

3,009万円

△1億7,497万円

１億9,656万円

１億0,335万円

502万円

2,266万円

3,810万円

1,448万円

2,955万円

5,012万円

219万円

△219万円

今議会において一般会計（５号、６号、７号、
８号）、特別会計、公営企業会計から１１件の
補正予算が上程され、いずれも原案通り可決さ
れました。

○一般会計補正予算（第5号）補正総額　　　　　７,２５０万円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　　５２億４,５５４万円

○一般会計補正予算（第６号）補正総額　　　　４,３００万円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　５２億８,８５４万円

歳入（主なもの）

歳出（主なもの）

ふるさと応援基金繰入金

江尾地区火災住宅支援補助金

消防器具購入補助金

4,300万円

4,000万円

300万円

歳入（主なもの）

歳出（主なもの）

前年度繰越金

町　債

集会所費

10万円

7,240万円

7,250万円

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　特
別
会
計

参
考
意
見

　特
別
会
計

歳入（主なもの）

歳出（主なもの）

歳出

令和５年11月15日発行（11）

　　　　歳入総額　　1 9 4 , 4 4 4 , 9 7 8 円（江府町負担分：70,906千円）

　　　　歳出総額　　1 7 6 , 3 9 8 , 5 4 5 円

　　　　　　　　　（前年対比3,755千円の増、電気料金の高騰などによる）

　　　　差引残額　　  1 8 , 0 4 6 , 4 3 3 円　差引残額は全て令和5年度に繰り越ししました。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書

【総括的事項】

　病院事業は、高齢化率の高い中山間地における中核病院として、ＣＴ・ＭＲⅠなどの診療機器や、無

菌手術の可能な手術室を備え、一般病棟99床（うち地域包括ケア病床25床）の入院業務と21診療科の外

来診療に加え訪問診療を行った。加えて、在宅介護支援事業及び診療所事業を行い「出かける医療・近

づく医療」の推進を図った。

【累積余剰金】

　平成18年度に約６億円あった累積欠損金が、平成19年度以降の黒字決算の継続により、平成24年度決

算終了時点で累積剰余金に転じている。累積剰余金は、令和４年度決算終了時点で940,060千円となっ

た。剰余金を処分する際は、条例の定めによるか議会の議決を要することとされているが、令和４年度

決算において発生した累積剰余金については、未処分利益剰余金として扱う。

日野病院組合議会報告書

　令和５年８月24日、江府町役場において、第３回三町衛生施設組合議会定例会が開催されまし

た。議案第５号では令和４年度の歳入歳出決算の認定があり可決されました。決算状況については以

下の通りです。

　令和４年度病院事業等の決算について報告がありました。

決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

件名及び要旨受理番号及び
受理年月日

提出者 審議結果

鳥取県米子市博労町3－90

鳥取県民主商工会連合会

　会長　奥田　清治

不採択
消費税インボイス制度の実施中

止を求める陳情

陳情第10号

令和5年

8月4日

令和5年第7回江府町議会9月定例会

陳情の審査結果
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補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　
　
　こ
の
度
の
よ
う
な
大

規
模
火
災
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
備
え
と
覚
悟
は
？

　不
可
抗
力
な
要
因
も
あ
っ

た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
会
を
通

じ
て
反
省
を
し
、
併
せ
て
住

民
の
方
に
も
防
火
の
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
自

主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
早
速
、
要
望
の
あ
る

集
落
に
出
向
き
、
防
災
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め

る
考
え
で
す
。

　
　
　要
望
の
あ
る
と
こ
ろ

だ
け
と
い
う
の
は
積
極
性
に

欠
け
る
の
で
は
な
い
か
？

　自
分
た
ち
の
こ
と
と
し
て
、

話
を
聞
き
た
い
と
い
う
所
に

出
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
な
く
て
も
い
い
と
い
う
所

に
押
し
か
け
て
い
く
の
は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　防
火
意
識
の
高
揚
の

た
め
に
他
の
方
策
は
？

　防
火
月
間
だ
け
で
な
く
、

毎
月
定
期
的
に
防
災
無
線
や
町

報
で
意
識
啓
発
に
つ
な
が
る
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　火
元
の
東
側
に
空
き

地
が
あ
り
、
延
焼
の
防
止
に

つ
な
が
っ
た
と
の
情
報
も
あ

る
、
こ
の
地
区
に
限
ら
ず
適

地
に
防
火
帯
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
？

　土
地
や
建
物
の
持
ち
主
の

方
に
ど
う
考
え
て
い
た
だ
く

か
と
い
う
こ
と
と
、
町
が
一

方
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く

地
元
も
協
力
す
る
の
で
実
施

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
、

申
し
て
い
た
だ
く
の
が
よ
ろ

し
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
　大
型
緊
急
自
動
車
進

入
路
の
設
置
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
？
今
回
の
場
所

に
近
い
と
こ
ろ
に
、
当
時
消

防
用
を
目
的
と
し
た
道
路
建

設
が
、
長
年
に
渡
り
中
途
で

止
ま
っ
て
い
る
。
経
過
や
事

情
を
認
識
し
て
い
る
か
？

　引
継
ぎ
な
く
知
ら
な
か
っ

た
。　

　
　明
ら
か
に
行
政
の
流

れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
早
急

に
調
査
を
し
て
事
業
再
開
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　事
実
関
係
を
調
べ
て
み
ま

す
。
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば

考
え
ま
す
。
と
に
か
く
調
査

を
し
ま
す
。

　
　
　４
年
連
続
中
止
と

な
っ
た
江
尾
十
七
夜
、
幼
児

や
児
童
に
い
か
に
つ
た
え
る

か
？　学

校
の
教
育
活
動
に
限
ら

ず
、
江
尾
十
七
夜
の
事
前
学

習
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

町
に
誇
り
を
も
っ
て
故
郷
の

伝
統
を
守
り
、
受
け
継
ぐ
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
　
　十
七
夜
の
火
文
字
に

つ
い
て
町
長
の
所
感
は
？

　本
当
に
雰
囲
気
や
風
情
の

あ
る
い
い
も
の
だ
と
思
う
。

反
面
そ
の
裏
で
、
職
員
が
か

な
り
苦
労
を
し
て
い
る
こ
と

も
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
　
　火
文
字
の
現
場
ま
で

作
業
者
の
負
担
軽
減
や
安
全
の

た
め
、
作
業
道
や
資
機
材
置
き

場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
？

　火
文
字
は
昭
和
45

年
か
ら

始
め
た
も
の
で
す
。
長
い
歴

史
の
中
で
は
見
直
す
こ
と
も

あ
り
得
る
と
考
え
ま
す
。
個

人
的
に
は
ド
ロ
ー
ン
で
表
現

す
る
な
ど
今
風
の
や
り
方
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　偉
大
な
先
達
に
よ
っ

て
引
き
継
が
れ
た
十
七
夜
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
今
こ

そ
最
大
の
努
力
が
必
要
と
考

え
る
が
？

　十
七
夜
の
実
行
委
員
会
が

あ
る
の
で
そ
ち
ら
の
ほ
う
で

判
断
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
こ

の
行
事
は
全
然
他
の
追
随
を

許
さ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
や
は
り
時
代
の
流
れ

に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
ま
す
。

万
国
旗
は
十
七
夜
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
す
ら
も
大
変
な

作
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
く
安
心
安

全
で
人
が
集
う
、
町

づ
く
り
に
つ
い
て

伝
統
行
事
江
尾
十

七
夜
の
持
続
可
能

な
将
来
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

教
育
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

途切れた道路

持続可能な町づくりとは

令和５年11月15日発行（13）

阿部　朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問
　
　
　江
府
町
に
は
、
災

害
を
想
定
し
た
リ
ス
ク
管

理
が
必
要
と
考
え
る
。
今

回
の
火
災
に
関
し
て
も
、

消
防
車
が
一
台
バ
ッ
テ

リ
ー
上
が
り
で
出
動
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
、
消
火

活
動
の
基
と
な
る
重
要
な

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　リ
ス
ク
管
理
が
な
さ
れ

て
お
れ
ば
こ
の
様
な
問
題

は
発
生
し
な
か
っ
た
と
考

え
る
が
、
リ
ス
ク
管
理
へ

の
認
識
及
び
町
民
の
安

心
・
安
全
な
生
活
が
維
持

さ
れ
る
た
め
の
リ
ス
ク
を

分
析
管
理
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
的
な
も
の
を
策
定
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
う
。
ま

た
、
発
生
す
る
災
害
等
の

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
の
対
応
等
、
危
機
管
理

に
つ
い
て
の
認
識
並
び
に
、

江
府
町
防
災
計
画
で
は
、

火
災
出
動
に
万
全
を
期
す

る
た
め
、
消
防
設
備
の
点

検
責
任
者
を
定
め
随
時
点

検
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
計
画
が
あ
っ
て
も

実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の

意
味
も
な
い
と
考
え
る
。

　法
律
に
基
づ
い
た
計
画

は
計
画
と
し
て
、
町
独
自

に
考
え
ら
れ
る
危
機
に
つ

い
て
分
析
管
理
を
行
い
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
す
る
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　先
日
の
火
災
に
関
し
て

は
い
ろ
い
ろ
不
備
な
点
が

あ
り
反
省
を
し
て
お
り
、

申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
反
省
を
し
、
今
後
に

生
か
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
リ
ス
ク
管
理
と
危
機

管
理
で
す
が
、
江
府
町
地

域
防
災
計
画
に
項
目
を
定

め
て
あ
り
、
改
め
て
別
な

も
の
を
作
成
す
る
考
え
は

な
い
。
計
画
が
あ
っ
て
も

実
行
で
き
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

計
画
を
実
行
で
き
る
よ
う

に
注
意
喚
起
を
含
め
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　災
害
防
止
法
第
５

条
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
地

域
防
災
計
画
と
、
こ
の
防

災
計
画
に
基
づ
き
作
成
さ

れ
た
江
府
町
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
職
員
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
る
。
防
災
計
画

の
中
に
は
、
消
防
団
は
常

に
消
防
器
具
を
点
検
整
備

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
は
、
火
災
災
害
に

つ
い
て
は
計
画
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
今
回
の
災
害

で
の
反
省
に
基
づ
い
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
の
考

え
は
な
い
か
伺
う
。
私
は
、

職
員
の
第
一
の
職
務
は
町

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

事
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
江
府

町
の
職
員
と
し
て
の
心
構

え
等
非
常
に
重
要
な
こ
と

が
明
記
し
て
あ
る
が
、
職

員
が
ど
の
様
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
認
識
し
て
い
る
か
ま

た
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

中
に
は
非
常
に
古
い
資
料

が
見
受
け
ら
れ
る
。
見
直

し
を
含
め
職
員
に
対
し
周

知
徹
底
さ
れ
意
識
改
革
を

さ
れ
る
考
え
が
あ
る
か
併

せ
て
伺
う
。

　職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
確
認
し
適
切
に

対
応
し
た
い
。
江
府
町
地
域

防
災
計
画
で
は
、
災
害
に
対

し
職
員
の
応
急
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
未
整

備
で
あ
り
、
整
備
し
た
い
。

今
回
の
災
害
で
い
ろ
ん
な
課

題
も
あ
っ
た
が
、
決
し
て
職

員
が
た
る
ん
で
い
る
わ
け
で

な
く
、
消
防
車
の
管
理
を
職

員
に
そ
の
責
を
負
わ
せ
る
の

は
ど
う
か
と
思
う
。
す
べ
て

の
消
防
自
動
車
を
職
員
が
管

理
す
る
こ
と
も
疑
問
が
あ
る

が
、
不
備
な
と
こ
ろ
は
直
し
、

前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

江
府
町
の
リ
ス
ク

管
理
・
危
機
管
理

に
対
す
る
認
識
は

地

域

防

災

計

画

、

職
員
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
？

江府町のリスク管理・危機管理の認識は？

地域防災計画・職員初動マニュアルは？

決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

平井知事の火災現場視察
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こ
の
度
、
「
こ
う
ふ
町
議
会

だ
よ
り
」
を
節
目
の
２
０
０
号

と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、

議
会
だ
よ
り
へ
、
ご
意
見
、
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
誌
で
は
今
回
、
記
念
の
企

画
と
し
て
、
白
石
町
長
か
ら
の

寄
稿
、
歴
代
議
長
の
写
真
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
47

年
に
第
１

号
の
発
刊

以
来
、
「
議
会
だ
よ
り
」
50

年

の
歴
史
は
、
町
政
の
歩
み
を
町

民
の
皆
様
と
共
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、
広
く
認
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
江
府
町
の
発
展
の
た

め
精
進
し
、
伝
統
と
歴
史
を
重

ん
じ
、
他
に
誇
れ
る
地
方
行
政

の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
更
に
尽

力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
輪
　
英
男

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私
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９
月
定
例
会
が
終
わ
り
議
会

だ
よ
り
を
第
２
０
３
号
と
し
て

お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
般
質
問
で
は
８
月
８
日

の
大
規
模
火
災
に
つ
い
て
の
質

疑
が
な
さ
れ
多
く
の
課
題
や
改

善
点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
少
な
か
ら
ず
今
後
の
防
災

活
動
に
益
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
８
月
11

日
に
開
催

さ
れ
た
第
６
回
の
臨
時
会
で

は
、
火
災
に
対
す
る
補
助
金
や

支
援
金
が
可
決
さ
れ
、
決
算
審

査
に
お
け
る
意
見
書
総
括
で
は

監
査
委
員
よ
り
一
連
の
手
続
き

の
迅
速
さ
に
つ
い
て
評
価
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会

が
少
し
で
も
町
民
の
皆
様
の
役

に
立
て
ば
こ
の
上
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
な
る
ご
指
導
を
賜
る

よ
う
議
員
一
同
願
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
川
端
　
登
志
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　阿
部

　朝
親

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　森
田

　哲
也

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私

運
営
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
は

ま
た
違
う
利
点
︵
取
材
の
際

の
信
頼
感
や
全
国
の
自
治
体

が
対
象
の
﹁
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
へ
の
参
加
資
格
︶

も
あ
り
、
動
画
制
作
の
経
験

は
薄
か
っ
た
で
す
が
、
実
践

を
通
し
て
様
々
な
学
び
を
得

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
年
半
の
活
動
の
結
果
、

﹁
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

に
お
い
て
２
年
連
続
表
彰
や
、

県
内
の
小
中
高
等
学
校
や
県

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
情

報
発
信
に
つ
い
て
講
座
を
行

う
な
ど
、
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
や
目
に
留
め
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
で

様
々
な
経
験
を
得
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
協
力
隊
の
任
期
は
今
年
度

で
終
わ
る
た
め
、
既
に
個
人

事
業
を
開
業
し
休
み
の
日
は

準
備
や
営
業
な
ど
で
忙
し
く

し
て
い
ま
す
。

　
江
府
町
で
開
業
す
る
事
業

所
の
名
前
は
﹁
ス
タ
ジ
オ 

ビ

ー

チ

﹂

に

し

ま

し

た

。

﹁
ビ
ー
チ
﹂
は
一
般
的
に

﹁
砂
浜
︵b

e
a
c
h

︶
﹂
を
想

像
さ
れ
る
の
で
す
が
、
江
府

ん
に
ち
は
、
江
府
町
で

動
画
制
作
の
お
仕
事
を

し
て
い
る
小
林 

大
二
で
す
。

　
主
に
は
役
場
で
毎
月
の
出

来
事
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
動

画
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
制
作
や
、

町
内
の
様
々
な
団
体
や
イ
ベ

ン
ト
を
撮
影
・
編
集
し
動
画
を

作
り
、
役
場
の
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
全
国

に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
は
世
界
に
通
じ
て

い
る
た
め
、
良
い
物
を
発
信

し
続
け
て
い
れ
ば
必
ず
誰
か

の
目
に
留
ま
る
は
ず
。
そ
ん

な
信
念
を
持
っ
て
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
自
治
体
の

﹁
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ

ン
ネ
ル
﹂
と
い
う
、
個
人
で

こ 町
に
新
し
い
事
業
所
を 江府町役場　小林　大二 

町
に
は
海
が
な
い
た
め
砂
浜

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

江
府
町
の
町
木
で
あ
る
﹁
ブ

ナ

﹂

も

英

語

に

す

る

と

﹁
ビ
ー
チ
︵b

e
e
c
h

︶
﹂
と

呼
び
ま
す
。
つ
ま
り
、
江
府

町
は
﹁
ビ
ー
チ
︵b

e
a
c
h
:

砂

浜
︶
は
無
い
け
ど
、
ビ
ー
チ

︵b
e
e
c
h
:

ブ
ナ
︶
が
あ
る
﹂

の
で
す
。
こ
の
町
に
あ
る
魅

力
を
活
か
し
、
ブ
ナ
の
木
の

よ
う
に
地
域
に
根
差
し
育
つ

事
業
所
と
な
る
事
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

明
徳
学
園
生
と
の
懇
談
会

開
催

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

日
野
郡
議
員
研
修
会
開
催

日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ

ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

町
村
議
会
議
員
と
し
て

11

年
以
上
在
職
し
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

表彰を受けた三輪英男議員


